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 [授業の概要・目的]
本授業は、現代中国語で行われたインタビュー教材をもとにして、その読解練習・音読練習を行う
とともに、教材中に用いられる重要構文を用いた作文、聴写練習などを行う。その目的は、初級で
学んだ文法的事項に対する理解を一層深めつつ、多様な練習問題を消化することで、中国語の総合
力を強化し、中国語検定三級レベル相当の実力を確実に身につけることにある。同時にテキストに
描かれる話題・内容を通して、現代の中国社会や文化への理解や関心を広げることも、もう一つの
ねらいとする。

 [到達目標]
１）中国語で書かれた簡単な文章を、無理なく理解できる程度にまで読解能力を向上させる。
２）中国語の発音やスピーキングのレベルを高め、同時にリスニングの精度も上げるようにする。
３）現代の中国社会および中国文化に関する視野を広げ、それを身につけた中国語で説明できるよ
うにする。

 [授業計画と内容]
第１回　イントロダクション、前期の復習
第２回　第7課・在大阪過日子(上)。本文音読、訳解練習。語法ポイント（語気助詞“a”の連用。
／助動詞“得”／不管…都～／…也～）の解説。
第３回　第7課　内容に関する応答問題、聴写（ディクテーション）練習、作文練習。
第４回　第8課・在大阪過日子(下)。本文音読、訳解練習。語法ポイント（“這箇”＋名詞／接続詞
“要不”／聴…説／手段＋来＋動作）の解説。
第５回　第8課　内容に関する応答問題、聴写（ディクテーション）練習、作文練習。
第６回　第9課　在両個自我之間zheng扎的文学博士(上)。本文音読、訳解練習。語法ポイント（是
不是／「任意の人」を表す二人称／只有…才～／不完全）の解説。
第７回　第9課　内容に関する応答問題、聴写（ディクテーション）練習、作文練習。
第８回　第7～9課の復習を兼ねた中間テスト
第９回　第10課　在両個自我之間zheng扎的文学博士(下)。本文音読、訳解練習。語法ポイント（即
使～也…／因為…才～／“去”＋動詞句／与否…）の解説。
第10回　第10課　内容に関する応答問題、聴写（ディクテーション）練習、作文練習。
第11回　付録（1）　分享学習漢語的経験(上)。本文音読、訳解練習。語法ポイントの解説。
第12回　付録（1）　内容に関する応答問題、聴写（ディクテーション）練習、作文練習。
第13回　付録（2）　分享学習漢語的経験(下)。本文音読、訳解練習。語法ポイントの解説。
第14回　付録（2）　内容に関する応答問題、聴写（ディクテーション）練習、作文練習。今セメ
スターの全体的まとめ
≪期末テスト≫
第15回　フィードバック
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 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
・原則として中間テスト30%、定期テスト60％、平常点（小テストや暗誦課題）10％で評価する。
詳細は授業中に説明する。 　
・試験については、教科書本文や授業内で扱った練習問題をアレンジしたものを出題する予定であ
る。

 [教科書]
蓋暁星・長谷川賢（共著） 『あなたはなぜ日本へ？インタビューで学ぶ中上級中国語』（朝日出版
社、2024年）ISBN:978-4-255-45393-4
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
1)テキストの課文にはにはピンインが付いており、音声教材も備わっているので、普段から中国語
を音読する練習をしておくこと。
2)授業を効率的に進めるために、十分な予習・復習をした上で授業に臨むこと。
3)その他中国語全般の学習方法については、授業中に適宜紹介する。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


